
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成２８年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 食を通じた地域特産品発信事業 

事業主体 

（連絡先） 

味ロッジ株式会社 

（0268-82-0141） 

事業区分 ⑥イ 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 ３，１７７，３９２円（うち支援金：２，１１８，０００円） 

 

①賑わい創出 

 

②公園利用者の利便性向上 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

地元の活性化のためにつくられた

団体などとも協力して想像以上に

きれいにつくることができた。 

【テラス整備風景】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①入りにくい印象のあったびんぐし亭に入りやすくな

り、住民にとってより身近な憩いの場として賑わい創

出につながった。また、店内で販売している地元の特

産品を使った加工商品等にも触れてもらう機会が増

えた。 

②休息場所の少なかった公園内にテラスが出来たこと

により、家族連れが利用するなど公園利用者も使いや

すいものとなった。 

芝生公園、日帰り温泉施設、テニスコートなどの施設が

集まったびんぐしの里公園は地域の住民はもちろんの

こと町外の方も訪れる場所である。公園内にあるびんぐ

し亭の前にテラスを設置して、公園利用者の利便性の向

上や賑わいの創出を図る。 

今後は町が開催するイベントなどにも協力しながら、地域住民をはじめ公園利用者が集まること

ができる場を積極的につくり更なる賑わいを図りたい。 


